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研究成果の概要（和文）：本研究は、フランス国立芸術学校（とりわけ現代サーカスおよび現代人形劇）でのフ
ィールド調査をもとに、身体を使った「わざ」の習得および創造のプロセスを記述するものである。稽古場面の
参与観察で得た事例を分析することにより、「わざの習得をめぐる生きられた経験の記述」および「学びの共同
生成の探求」といった理論的成果を得た。成果については、国内外の学会および学術雑誌にて発表した。また調
査や発表を通じて研究者や実践者たちとのネットワークを拡大することができた。今後、長期的・組織的な国際
共同プロジェクトへの発展可能性が期待される。

研究成果の概要（英文）：This study describes the process of acquisition and creation of body 
techniques (called "waza") through field research in French national school of art, especially of 
contemporary circus and of marionette. Based on participant observations and interviews, by a 
phenomenological description, it obtained theoretical results such as "description of lived 
experiences of learning waza" and "exploration of the co-creation of learning." The results were 
presented at domestic and international conferences and in academic journals. In addition, this 
study allowed us to expand our network of researchers and also artists. Potential for development 
into a long-term, organized international collaboration project is anticipated in the future.

研究分野：現象学的教育学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、知識伝達型ではない、新たな知の創発の場として学びを捉えるものである。これにより、教え手と学
び手とのやり取りの中でわざそれ自体が創発される可能性を含んだ、ダイナミックな学びの構造を解明できる。
これは必ずしも芸術学校だけに限られる事例ではなく、学び手のみならず教え手もまた知の創発に刺激を受ける
という、教育現場に広く見出しうるような生成的な現象を示唆するものである。例えば学校における教科教育さ
えも、教え手と学び手との交流を通じて、新しい知の萌芽がミクロに創発しうる場として捉え直すことができ
る。学校を、知の伝達の場ではなく、知の創造拠点として捉え直すインパクトが得られるだろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
近年教育哲学領域で議論されてきた「身体による学び」あるいは「身体論的教育学」といった
テーマは、多様化・複雑化の一途を辿っている今日の教育をめぐる諸課題に、新しい洞察をもた
らすかのように見えた。ところが、それらの議論が具体的な教育実践（スポーツ、アート体験、
演劇教育等）に結びつくとき、生き生きしていたはずの学びが、かえって子どもたちに窮屈で管
理的な活動を強いるというジレンマを抱えることになる。その背景には、身体論的教育学が、「知
的作業」を批判し、「身体的認知」を明らかにすることに力を注ぐ一方で、「伝統のわざ」や「規
定の動作」等、あらかじめ定められた「コード」を習得するという学習観そのものを再考してこ
なかったという問題点がある。 
「身体による学び」を原理的に考察するならば、あらかじめ定められた「コード」を身につけ
ることを目指すという従来型の学習観を脱却し、学ぶ中で知識そのものが新しく生まれてくる
といったダイナミックな現象にこそ目を向けるべきである。こうした観点は、単なる理論的な貢
献を超えて、新しい学びの姿を照らし出すことになるように思われた。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、若いアーティストたちの養成課程の観察・分析を通して、「わざ」の創発を
促す教育理論を解明することにある。学び手が高度な動作を身につけ、一つの作品を生み出す場
面において、教え手と学び手との間には、創作を目指した濃密なコミュニケーションが織りなさ
れている。それは、まだ誰も見たことがない新しいわざを確立する取り組みであるという点にお
いて、知の「伝達」ではなく「創発」のプロセスである。 
そのために、先駆的な学びに取り組んでいる学校でフィールド調査を開始し、稽古における教
え手と学び手とのコミュニケーションを分析した。また比較のために、日本国内での調査も実施
した。 
 
 
３．研究の方法 
調査の対象として、主にフランス国立サーカス学校（Centre National des Arts du Cirque）、国立
高等人形劇学校（École Nationale Supérieure des Arts de la Marionnette）の稽古場面を取り上げる。
フランスでは 1980年代以降、教育省と文化省との連携によって、教育と芸術活動を結びつける
先端的実践が重ねられてきた。このユニークな学校に関する本格的な、しかも地道なフィールド
調査に根ざした研究は、日本はもちろんフランス本国においても、行政文書や個別のメソッドを
除けば蓄積がなく、大きなポテンシャルが想定される。 
本研究では、ビデオ等による場面の記録およびインタビューを行い、学びのプロセスにおける
重要なプロットを抽出・分析した。分析方法としては、フッサール、メルロ=ポンティの現象学
的手法を用いた。現象学は、独自の概念を用いて意識の成り立ちと構造を分析する哲学の一分野
であるが、人間科学の方法としても、心理学、看護学、芸術学、教育学等の領域においてその有
効性が知られている。ここでは、当事者が自覚する以前にすでに成り立っていて、人と人、人や
物との間で成立している意味の編み目を記述する手法として用いた。これにより、フィールド調
査で記録する稽古場面のデータを題材として、学び手たちの具体的な変容を踏まえながら、現場
の生き生きとした意味生成の記述が可能になる。ミクロなコミュニケーションからマクロな文
脈まで把握し、わざの創発が生じるまでの過程を精緻かつ包括的に捉えることができるだろう。 
 
 
４．研究成果 
研究成果は、以下の通り（１）理論的成果（a. わざの習得における生きられた経験の記述、
b. 学びの共同生成の記述）、および（２）実践的成果の２つに大別できる。 
（１）理論的成果 
ａ. わざの習得における生きられた経験の記述 
身体を使った「わざ」が研究の俎上に載せられるとき、これまで達人の「境地」が注目の的に
なることが多かった。しかしながら本研究では、新人／達人という区別を前提にするのではなく、
当事者において（新人であれ達人であれ）「わざを習得することはいかなる経験でありうるのか」
を問い、その経験を記述することを試みた。具体的な事例として、フランス国立サーカス学校の
稽古において、生徒がアクロバティックなわざを成功させるまでのコミュニケーションを探求
した（図 1）。すでに高いレベルのわざを習得している彼らは、さらに難易度の高いわざにチャ
レンジしたり、新しい身体表現を探究している。教師と生徒のコミュニケーションを観察するこ
とで、当人たちがわざの習得の現場をどのように経験しているのかを解明することができる。成
果は、①コミュニケーションの相互性、②生きられた経験の記述という２点にまとめられる。 



具体的には、まず「①コミュニケーションの相
互性」として、身振りを駆使した双方向的なコミ
ュニケーションが見られた。すなわち、教師も生
徒も、自分や相手の動きを全身ないし腕や指で真
似することで、相互的な会話を成り立たせている
ことが明らかになった。その際、相手を「引用」
するかのように動作を重ね合わせている。その上
で、「②生きられた経験の記述」として、わざの
習得という経験には、学び手がそれまでに構築し
た世界との関わりを破壊する契機も控えている
ことが明らかになった。稽古のコミュニケーシ
ョンは、こうした瞬間に挑むスリリングな企て
にほかならない。以上より、新人にとってであ
れ、達人にとってであれ、新しいわざに挑戦したり成功させたりすることは、慣れ親しんだ世界
の相貌が変容したり、新しく世界の意味が立ち上がったりする経験にほかならない。こうした経
験を記述することで、従来論じられてきた「一直線的な成長図式」を批判的に捉え、よりダイナ
ミックな経験としてその変容を捉える方途を示すことができた。 
 
ｂ. 学びの共同生成の記述 
以上の成果は、学びのありようそれ自体の見直しにも波及した。学校のように制度化された教
育現場は、従来「形式的教育（formal education）」として理解され、その硬直化した学びのありよ
うはしばしば批判の対象ともなってきた。しかしながら本研究では、学校において柔軟に設計さ
れたカリキュラムに着目することで、必ずしも硬直化しない学びのありようを見出した。具体的

には、フランス国立人形劇学校の授業を対象としたフィ
ールド調査を行い、その授業において、教師（プロのア
ーティスト）と生徒（若い学び手）との関わりを考察し
た（図 2）。明らかになったのは、教師と生徒の間で「模
倣」や「参加」と表現しうるような関わり合いが生じて
いることであり、これらは徒弟制や共同体への参加を軸
とした「非形式的教育（informal education）」の特徴と一
致する。国立学校という制度化された教育の場において、
形式的な知識の習得はもちろん、実践的な知識の習得も
可能になるのであって、それが硬直化しがちなカリキュ
ラムを柔軟に保つ契機となりうることが示された。 
加えて本研究では、従来の非形式的教育論を越えて、

知識そのものが新しく形成されていくプロセスをも見出した。すなわち、教師は物作りや表現方
法などをめぐって手持ちの「仕掛け（truc）」を提供するが、生徒たちは、その仕掛けをきっかけ
として、それぞれ自らの舞台表現に必要なスキルや知識を学ぶ。その知は、教師から伝達される
というよりも、むしろそれを越えて新しく生成されるようなものである。ここに、知識伝達型で
はない、新たな知の創発の場としての学びのありようを捉えることができる。創発の場として学
びを捉えることは、必ずしも芸術学校だけに限られる事例ではなく、学び手のみならず教え手も
新たな知の創発に刺激を受けるという、教育現場に広く見出しうるような生成的な現象を示唆
するものである。 
 
 
（２）実践的成果―国際的共同研究の実施、および学部・大学院生教育の機会創出 
以上の理論的成果に加え、本研究では、国内はもちろん、国際的共同研究のネットワークを構
築することができた。研究期間中、コロナ禍による一時的な停滞は見られたものの、海外調査や、
複数の国際学会への参加を継続することができた。具体的には、軸となってきた教育哲学関連学
会での活動（学会発表や論文の執筆）のほか、現象学をはじめとする哲学、人類学などの社会科
学の領域でも知的・人的ネットワークが広がってきた。これに加え、以前から参加していたパリ・
シテ大学（旧：パリ第 V大学）との共同プロジェクトも少しずつ前進している。これは、身体哲
学をベースとする、スポーツや芸術活動についての共同研究であり、研究期間中、国際的共著本
の編集・刊行、複数の国際共著論文の掲載といった成果に結実した。 
また本研究を起点として、フランスとの共同研究のワークショップの機会を創出することが
できた。具体的には、研究代表者の本務校にてフランス人研究者の講演会やワークショップを開
催し、学部生や大学院生の参加を得、若い世代の海外留学や海外調査のきっかけを作るなど国際
経験のサポートにつながるような仕組みづくりが進んだ。将来的には、長期的・組織的な国際共
同プロジェクトへの発展可能性が期待される。またアカデミックな活動の延長線上で、アーティ
ストたちとの実践的な交流も続けており、教育現場と芸術活動を接続させるような試みを、とり
わけ学部生を中心とした活動として実験的に行った。こうした活動は今後、学部生に限らず子ど
もや市民に向けて学びの機会を創出するための実践的な足場となりうるだろう。 
 

図 1. 生徒―教師の感覚のズレ 

図 2. 仕掛け（truc）を提供する教師 
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